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富 山 大 学入 学 者選 抜 試 験 の 合 否判定過誤とそ の 後 の 対 応 の誤 り について
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（株） 主催によ る植樹式 を 開催

富山大学総合 情報処 理 セ ンタ一新 情報シ ス テ ム 及びギガピット ・ ネットワ ー ク ・

シ ス テ ム 披露式 と 公開デ モン ス ト レ ーショ ン の 実 施

副 学長に鈴木孝志人 文 学部 教授， 佐々木和 男工学 部教授が就任

附属幼稚 園 フ ォ ー ラ ム を 開催

附属学校 （園） 校 内一 斉清掃 を 実 施

200 1 年 日 本留 学 フ ェ アに 参加

海 外渡航 者
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平成13年7月 学 報 第438号

己』事）��
（法 律）

O国 立 学 校 設 置 法 の一部 を 改正す る 法律 （ 平 成 13 . 6 .29 

官報号外第 134号）

（規 則）
0人 事 院 規則 9 40 （期 末手 当 ， 勤勉手 当 及び期 末特別

手 当 ）の 一 部 を 改正す る 人事 院 規則 （ 人 事 院 9 - 40 -

18) （平成 13. 6 .1 5 官報第 3 1 37号）

0人 事 院 規則 9 - 55 （特地勤務手 当 等）の 一 部 を 改正す

る 人 事 院規則 （ 同 9 - 55 - 55) （ 同 ）

0人 事 院 規則 9 - 1 7 （俸給の特 別 調整額）の 一部 を 改正

す る 人 事 院規則 （ 同 9 - 1 7 - 8 1 ) （平成13. 6 .22 官報

第 3 142号）

0人 事 院 規則1 4 - 4 （営 利企業へ の 就職）の 一 部 を 改正

す る 人 事 院 規則 （ 同 1 4 - 4 - 6 ) （ 同 ）

0人 事 院 規則 14 - 20 （特定独立 行 政 法 人 の 役員 の 営 利企

業へ の 就職）の 一部 を 改正す る 人事院規則 （同 1 4一20-

1 ) （ 同）

0人 事 院 規則1 6 0 （職員 の 災害補 償）の 一部 を 改正す

る 人 事 院 規則 （ 同 1 6 - 0-29) （ 同 ）

0人事 院 規則 1 5 （特別 職）の 一 部 を 改正す る 人 事 院

規則 （ 同 1 - 5 - 1 0) （平成 13 . 6 .29 官報第3 147号）

O人 事 院 規則 9 - 2 （俸給表の適用 範囲）の 一 部 を 改正

す る 人 事 院 規則 （ 同 9 - 2 -38) （ 同 ）

0人 事 院 規則 9 一1 7 （俸給 の 特別 調整額）の 一部 を 改正

す る 人 事 院 規則 （ 同 9 - 17-82) （ 同 ）

0人 事 院 規則 9 4 2  （指定職俸給表の適用 を 受 け る 職員

の俸給 月 額）の 一 部 を 改正す る 人事院規則 （ 同 9 -42 -

1 7) （ 同 ）

0人事 院 規則l 1 - 8 （職員 の 定年）の 一部 を 改正す る 人

事 院 規則 （ 同 1 1 8 1 4) （ 同 ）

0人事院規則 17 一 0 （管理職 員 等 の 範囲） の 一 部 を 改正

す る 人 事 院 規則 （ 同 1 7 0 62) （ 同 ）

（政 令）
O著作権等管理事 業 法 の 施行 に 伴う関 係 政令 の 整理 等 に

関 す る 政令 （平成 13. 6 .29 官報号外 第 134号）

0日本育英会施行令の 一部 を 改正する 政令 （ 同 ）

0 日 本私立学校振興・ 共済事 業団法施行令 の 一部 を 改正

す る 政令 （ 同 ）

（省 令）
O国立学校 に お け る 授業 料そ の 他 の費用 に 関 す る 省 令 の

一 部 を 改正す る 省令 （文部科学70) （平成 1 3. 6 .  1 官

報 第 3 1 27号）

0放射性 同位元素等に よ る 放射線障害の 防止に 関 す る 法

律施行 規則の 一 部 を 改正す る 省 令 （ 同 7 1) （平 成 1 3 . 6 . 

1 5  官報号外第1 22号）

0核原 料物質の使用 に 関 す る 規則の一部 を 改正す る 省令

（ 同 72) （ 同）

O著作権等 管 理 事 業法施行規則 （ 同 73) （同）

0核燃 料物質等 の 工場又は事業所 の 外 に お け る 運搬 に 関

す る 規則の一部 を 改正す る 省令 （文部科学 ・ 経済産業 ・

国土交通 1 ) （同 ）

（告 示）
O放射性 同位元素文は放射性 同位元素 に よ って汚染 さ れ

た 物 の 工場又 は 事 業 所 の 外 に お け る 運搬 に 関 す る 技術

上 の 基準 に 係 る 細目等 を 定め る 告示 の 一 部 を 改正す る

件 （文 部 科 学 1 07) （平成 1 3 . 6 . 1 5 官報号外 第 122号）

0核燃 料物質等 の 工 場又は 事業所 の 外 に お け る 運搬 に 関

す る 技術 上 の 基準 に 係 る 細目等 を 定め る 告示 の 一 部 を

改正す る 件 （文部科学・経済産業 ・ 国土 交通 1 ) （ 同 ）

- 3 -



平成13年7月 学 報 第438号

己！） �事』
富山大学の在り方に関する検討特別委員会（6月6日）

（審議事項）

(1) 富 山 大 学 の 在 り 方 （将来像） に つ い て

富山大学年史編纂委員会（6月6日）

（議 題）

(1) 最終原稿の取 り ま と め及 び編纂方 針の確認 に つ い

て

(2) 年 史 の 発行 ス ケジュ ー ル につ い て

自己点検評価委員会（6月8日）

（審議事項）

(1) 平成 12 年度 自 己 点 検 評価 報告書 に つ い て

司

セクシュアル・ハラスメント等対応委員会（6月13日）

（議 題）

(1) 「実態 調査」 （ ア ンケート ） に つ い て

(2) ガ イ ド ライ ン の 見直 し に つ い て

(3) 相 談 の 件 に つ い て

教養教育検討特別委員会（6月14日）

（審議事項）

(1) 教 養 教育の 見直 し に つ い て

評議会（6月22日）

（審議事項）

(1) 平成 13 年度 学 内 予 算 配分 （案） に つ い て

(2) 富 山 大 学 審査委 員 会 の 設置 につ い て

ミ』
平成13年度科学研究費補助金の交付決定

この た び， 平成1 3年 度 科学研究費補助 金の 交付が 決定 し ま し た 。

本学 に お け る 研究 種目ごと の 決定 件数 ・ 金額等 は 以下の表の と お り で す。

研 究 種 目 新規申請件数 交付決定 件数
交 付 決 定 額 新規採択率 平 成 12 年 度 平 成 12 年 度

直 接 経 費 間接 経 費 （%） 交付決定 件数 交 付 決 定 額
千円 千円 千円

特定領域研究（A)l21 16 6 12, 200 37. 5 5 ( 2) 8, 300 

特定領域研究IBll21 1. l 00 100. 0 1 ( 1) 3, 200 

特定領域研究ICll21 2 15, 000 50. 0 2 4 3, 800 

基盤研 究 （A)(l) 3 2 18, 000 5, 400 66. 7 。 。
基盤研 究IA)(2 ) 4 I ( 1) 7, 300 2, 190 0. 0 2 ( 2) 11. l 00 

基盤研 究(B )(1) 4 。 。 0 .  0 1 ( 1) 

基盤研 究(B)(2 ) 52 8 ( 4) 40, 300 7. 7 9 ( 8) 26, 900 

基盤研 究 （C)(l) 2 I, 400 50. 0 。 。
基盤研 究（C)(2) 128 40 (27) 45, 800 10. 2 45 (34) 46, 300 

萌芽 的 研 究 4 3  5 ( 1) 5, 700 9. 3 4 ( 4) 2, 300 

奨 励研 究（A) 60 22 ( 13) 21, 700 15. 0 29 ( 16) 28, 200 

地域連携推進研究費 。 。
言十 315 87 (46) 168, 500 7, 590 13. 0 98 (68) 172, 300 

注． 「交付決定件数」欄の（ ）内は， 継続課題の採択件数を内数で示す。
平成13年度から「特別推進研究J， 「基盤研究（S)J， 「基盤研究（A）」及び「学術創成研究費」に間接経費が措置されることになった。
地域連携推進研究費は平成13年度に公募はなかった。
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平成13年度科学研究費補助金交付決定者一覧

研究種目 研 究 代 表 者

所 属 職 氏 名

特定領域研究（AXZI 人文 学部 教 授 鈴木 信昭

II 人文 学部 教 授 鈴木 信昭

II 人文 学部 助教授 徳永 洋介

II 工 学 部 教 授 北野 博己

II 工 学 部 助教授 星野 一宏

II 工 学 部 教 授 吉村 敏章

特定領域研究iB削 教育学部 教 授 竹内 茂弥

特定領域研究（Cll21 工 学 部 教 授 磯 部 正治

基盤研究（A)(l) 人文 学部 助教授 竹内 潔

II 人文 学部 教 授 前川 要

基盤研究（A)(Z) 教育学部 教 授 佐藤 幸男

基盤研究（B)(Z) 工 学 部 教 授 坂井 純一

II 工 学 部 教 授 北野 博巳

’1 
水
科

素
学

同
研

位
究体 教 授 松山 政夫

セ ンター

II 工 学 部 助教授 高橋 隆一

II 工 学 部 助教授 星野 一宏

II 人文 学部 教 授 前川 要

II 工学 部 教 授 北野 博巳

II 極東地域研 助教授 今村 弘子
究センター

研 勾lt. 課 題

朝鮮に 伝来した漢訳西学書・ 天
主教書の研究

東ア ジ ア 出版文 化の研究 調整
班 （FO 1）出版交流

Jc明時代にお け る 法律実用書の
基礎的研究

ブロッ ク ポ リ ペ プチ ド 集積膜に
よる 情報伝達 と 触媒 機能の制御
カ ワ ラタケの不織布表 面含培養法
を用いた内分泌撹乱物 有廃水
の 連続浄化
硫黄

素
一窒素 三重結合を有す る

性
多

元 環状化合物 の合成と 反応
に 関す る 研究
自然環境下での プ ラ スチッ ク の
生 分解性評価

染色体構造異常を利用した疾患
関連遺伝子群の解析法の開発
ア フ リ カ 熱帯森林帯に お け る 民
族的 アイアン ティティの再編成
に 関す る 人類学的研究
サハ リ ンから北東 日 本海域にお
け る 古 代 ・ 中 世交流史の考古 学
的研究
極小国家の「国家アイデ

的
ン ティ

ティ」
盤

の社会的 ・ 経
究

済 ・文 化
的基 に 関す る 研
実験室 及び宇象宙プ ラ ズマ に お け
る 非線形現 の 理 論

究
及 び シ ミ ュ

レ ー シ ョ ン による研
有 機超薄膜 水界面 の 動 的構造
に 関す る ラ マ ン 分光学的研究

高原子番号材料 に捕獲された ト
リ チウ ム のBIXS 法による 追跡

光触媒Ti02スバッ タ薄膜の可
視光反応化 に 関 す る 研究
高 温溶解型 温度刺

度
激応答性 高分

子の開発 と その 温 応答を用い
た抗腫蕩性酵素の活性制御
中 世都探査

市・城館
壌

遺
性
跡にお け る 電

磁気 ・ 土 物 調査法の開
発一不可視遺構の 検 出研究
赤外励起走査型AFM表 面 観 測
装置の試作と 高分子超薄膜 水
界面の 特性解析への応用
中 国 の 固有企業改革と 失業問題
に 関す る 実態調 査研究

交付決定額
平成13年度

直接経費 間接経費

千円 千円
3 ,800 

500 

1 ,500 

1 ,800 

2 ,300 

2 ,300 

1 ,100 

15 ,000 

7 ,100 2 ,130 

10 ,900 3 ,2 70 

7 ,300 2 ,190 

2 ,200 

3 ,500 

11 ,100 

4 ,600 

1 ,400 

1 ,700 

12 ,900 

2 ,900 

第438号

配 分 予 定 額

平成14年度 平成15年度 平成16年度

千円 千円 千円
3 ,800 

500 

1 ,500 

1 ,800 

2 ,400 

8 ,600 8 ,400 

8 ,800 8 ,800 

3 ,200 

2 ,300 

1 ,100 

2 ,100 800 
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平成13年7月

研究種目 研 究 代 表 者

所 属 職 氏 名

基盤研究（C)(l) 経済学部 助教授 中 村 和之

基盤研究（C)(2) 人文 学部 教 授 藤本 幸夫

II 教育学部 教 授 神川 康子

II 理 学 部 教 授 広岡 公夫

総合情報処II 助教授 高井 正三
理センター

” 教育学部 助教授 鼓 みどり

II 教育学部 教 授 深井 甚三

II 人文 学部 教 授 小谷 仲男

II 人文 学部 教 授 前川 要

II 人文 学部 教 授 鈴木 敏昭

II 理 学 部 教 授 栗本 猛

II 理 学 部 教 授 石川 義和

II 理 学 部 助教授 川村 隆一

II 理 学 部 教 授 安田 祐 介

t’ 人文 学部 教 授 筒井 洋一

II 経済学部 教 授 増田 信彦

t’ 教育学部 教 授 浅沼 照雄

II 教育学部 教 授 大 森 克史

II 理 学 部 助教授 小田島仁司

II 教育学部 助教授 宮部 寛志

-6-
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研 究 課 題

所得分配 と 地方分権に 関 す る 財
政学的考 察

日 本現 存 朝鮮古刊本の調 査 とそ
の語 学的 ・ 書誌 学的研究

現 代の子ども達の 生活 リ ズム の
乱れが心身の健康に 及 ぼす 影響

先史時代の考古 地磁気永年変化
曲線の確立
朝鮮古書デ

体
ー タベー ス蓄積

有
・

字
提

供用旧字 および朝鮮圏 外
の整備に関する研究
テク ス チュ ア ルな詩篇挿絵のイ
メー ジ変換に 関 す る 総合 的研究

近世富山売薬を中心にした抜 け
荷取引とその運輸の研究

ク シ ャ ン王 朝の歴史考古 学的研
究
中 世港

考
湾都
古

市遺跡の空間構造に
関 す る 学的研究一青森県十
三湊遺跡を中心としてー
述語隠日食 に 関 す る 心理言語 学的
研究

B中 間子物理 と ニュ ー ト リ ノ物
理 による 新素粒子模型の探究

セリ ウ ム 化合物 中 の 4 f電子 の
局在 ・ 非局在の二重性
夏季ア ジア モ ンス ー ン とエ ルニー
ニ ョ 南

究
方振動の 相互作用に関す

る研
周波数応答法

測
中

による 不均一系触
媒反応進行 の 自由エ ネ ルギー
散逸速度の 定
情報化社 会 に お け る 市民の政治
参加の変容過程
地球環境への 影

勘
響
定

を考慮す る 日
本の環境経済 の作成と持続
可能性に 関する研究
開平面 代数曲線に 関 す る 基礎体
の下降問題 の研究

移動境界を有す る 流れ現象 の 有
限要素解析 に 関する研究
赤外 レ ー

領
ザ
域

ー
に

の
お

差
け

周
る

波
高
発

分
生

解
によ

る THz 青�
分光計の開発
逆 相液体 ク ロマトグ ラ フ ィ一

論
系

に お け る 物質移動現象の 速度
的解析

第438号

交付決定額 配 分 予 定 額平成13年度
直接経費 間接経費 平成14年度 平成15年度 平成16年度

千円 千円 千円 千円 千円
1 ,400 1 ,200 

500 

200 

600 

400 

700 

100 

800 

1 ,200 

600 

300 500 

600 

1 ,000 

500 

500 400 700 

1 ,400 

1 ,300 

700 700 

700 

500 500 500 



平成13年7月

研究種目 研 究 代 表 者

所 属 職 氏 名

基盤研究（C)(2) 理 学 部 助教授 笠原 一 世

II 工 学 部 助教授 舎海 宣ー

II 工学 部 教 授 塩沢 和 章

II 教育学部 助教授 小 川 亮

II 教育学部 助教授 向後 千 春

II 工 学 部 教 授 唐 政

II 
水
科

素
学

同
研

位
究体 助教授 波多野雄治

セ ンター

II 理 学 部 助教授 中 村 省吾

II 工 学 部 助教授 小 出 員路

II 理 学 部 助教授 宮津 員宏
， 

II 工 学 部 助教授 小 田 晃規

II 理 学 部 助 手 辻 瑞樹

II 教育学部 教 授 渡遁

II 工 学 部 教 授 小 泉 邦雄

II 工 学 部 助 手 塚田 章

” 地域共同研 助教授 草開 清志究センター

II 工学 部 助教授 吉田 正道

II 工 学 部 教 授 佐々木和 男

II 教育学部 教 授 諸問 晴美

II 教育学部 助教授 深見友紀子

学 報

研 究 課 題

固相抽
速
出を利用する 環境試料 水

析の迅 ・簡便なオ ンサイト分
法の開発 に 関す る研究
三角両錘型パ ラ ジ ウ ム

基
（II）

識
錯

体のLー シ ス テイ ン残 認 能
の ペ プチ ド分 析への応用
表面創製 による 高 機

疲
能付与材料

の開発 とその超 長 労強度信頼
性評価
大価学 に お け る 情報教育 の 成 果を
評 す る 情報活用スキルテスト
の開発
個別化教授 シ ス テム（PS I） の
ネ ット ワ ー ク による 遠隔教育化
に 関す る研究
ク ロー ン選択説に 基づく免疫的

なネ ット ワ ー ク

合
高 機

ガ
能化合物ゲ ッター による 混

ス 系からのト リ チウ ム の直
接除去に 関する研究
ナホト カ 号流

菌グ
出重油より 単

重
離
油

し
た重油分 解

解
ルー プの 分

解能 と分 機構
カ ー ブ ラ

論
ッ ク ホー ル磁気圏 に お

け る 相
解

対 的 ジェ ットの形成機
構の明
ヘ ミ アセタール 中 間体を経由 す
る Pd錯体を用いる 立体選択的
環化反応の開発 と糖合成
超 安定炭素陽イ オ ン 種 の合成と
構造化学的研究

見虫の社会進化にお け る 寄生微
生物の役割
単細

び
胞

DO
緑
型

藻
グ
に

ル
含
ー
まれる cw型お

よ プ の微細構造
と分 子系統
努力支援型立上が り 介助座椅子
の開発

視覚系 に お け る 特徴抽出及びそ
の充填処理 機構に 関す る研究

超 耐熱合金中硫化物サブス ケー
ル の 成 長形態 と 生成機構の解明
温度場 ・ 濃度場同 時計 測 シ ス テ

ム の開発 と融液晶 析 に 及 ぼす こ
重拡散対流の 影響
糖定常説 と脂肪定常説を統合す
る視床下部 内摂食

全的
調

解
節

析
ネ ット ワ ー

ク の電気生理学
脳波による 温熱感覚および湿潤
感覚の解析

ウ エ ブサイト「音楽室 」環境の
確立と 教育効果の実証

第438号

交付決定額 配 分 予 定 額平成13年度
直接経費 間接経費 平成14年度 平成15年度 平成16年度

千円 千円 千円 千円 千円
800 

1 ,900 

900 900 

1 ,1 00 500 

1 ,200 

500 1 ,200 

700 

1,100 

1 ,400 600 500 600 

2 ,100 1 ,300 

2,300 600 600 

1,600 900 1,000 

600 900 500 

1 ,000 700 

2 ,000 200 500 

1 ,900 1 ,000 

1 ,900 900 

2 ,000 2 ,000 

3 ,300 500 

2 ,200 900 
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研 究 代 表 者
交付決定額

配 分 予 定 額
研究種 目 研 究 課 題 平成 13年度

所 属 職 氏 名 直接経費 間接経費 平成14年度 平成15年度 平成16年度

基盤研究（C)(2) 理 学 部 教 授 田口 茂 無酸素光分 解反応 を 利用 す る 有 千円 千円 千円 千円 千円
機塩素化合物 を 含む排水 の 処 理 2,700 900 

液体金属の レ ー ザー 誘起プレ イ
萌芽的 研 究 理 学 部 助教授 鈴木 グ•U又 ク ダウン分光と 非線形光学的応 800 

用

II 理 学 部 助教授 酒井 英 男
大地の残 留磁気およ び誘導地電 900 700 500 
位から雷 現象 を 探 る 研究

II 経済学部 助教授 柳井 雅也
環 日 本海経済圏時代 に お け る 国 600 700 500 
際的地域連携の研究

生物の サイズを 決定す る 2 つの
II 工 学 部 助教授 安川 洋生 細胞数言十数蛋白質の 競合作用 の 1 ,700 600 

解析

II 理 学 部 教 授 黒田 英 世
線虫 C.elega ns卵受精時の Ca 2+- 1 ,700 500 
sig na li ng の機構の 解析

奨励研 究 （A) 人文学部 助教授 小野 直子
ア メ リ カ合 衆 国 に お け る 生殖の 1 ,1 00 
医学化 に 関す る 歴史的研究

II 人文学部 助教授 加藤 重広
日 本語数量調構 文 に 関 す る 談話 500 
文法論的研究

ヘドニ ッ ク ・ ア プローチ に よ る
II 経済学部 助教授 近藤 康之 不動産価格等 の分析と 計量経済 900 

学的方法の 改善

II 経済学部 助教授 岸本 寿生
中堅企業の グ ローバル化戦略に 700 
み る 外国市場 参入理 論 の体系化

” 経済学部 助 手 柳原佐智子
テ レ ワ ー ク 導入 を 促す情報 リ テ 800 
ラシ ー 教育 ア プローチ

” 理 学 部 助 手 菊池 万里
Ba na ch 関 数 空 間 に お け る マ ル 900 
チ ン ゲールの 理 論

II 理 学 部 助教授 桑井 智彦
磁性化合物 お よ び磁’性微小系 の 1 00 
極低温磁場 誘起熱 現象

II 工 学 部 助 手 笹木 亮 柔軟給送面を 持つ波動 型軟体 リ 300 
ニ ア フ ィー ダ

温度場 ・濃度

解
誘

場 同時計測シ ス テ
II 工 学 部 助 手 山根 岳志 ム の開発と 液晶析に 伴う二重 900 

拡散対流の 析

II 工 学 部 教 授 椿 範立
オ キ ソ アルコール と F Tオ イ ル 600 

の 同時合成

II 教育学部 助教授 黒田 卓 遠隔教育 に お け る 教育方法 と 学 700 
習環境整備に 関する研究

II 経済学部 助教授 小野 理 恵
投票シ ス テム の評価方法 に関す 1 ,1 00 
る 比較研究

水素同位体 水素吸蔵合金電極を用 いた ト リ
II 科学研究 講 師 鳥養 祐二 チ ウム 水 の ト リ チ ウム 回収法の 500 

セ ン タ ー 開発

II 人文学部 講 師 小林 功
7 -10 世紀 の ビザンツ帝国 に お 1 ,200 900 
け る 都市 と ネッ ト ワ ー ク
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研 究 代 表 者
交付決定額

配 分 予 定 額
研究種 目 研 究 課 題 平成 13年度

所 属 職 氏 名

奨励研 究 （A) 人文学部 助教授 中島 淑恵

II 人 文学部 講 師 和田とも美

II 極東地域研
助教授 堀江 典生究センター

Lee I-Yin II 理 学 部 助 手 San dy 

II 理 学 部 助教授 和 田 直也

II 工 学 部 助 手 岡根 正樹

II 工 学 部 助 手 小坂 暁夫

II 工 学 部 助教授 広林 茂樹

ベル ・ヱポッ ク 期パ リ の女流詩
壇 にお け る ジャ ポニズム の 諸 相

李光沫 の 歴史
較

小説 と 同時代の 偉
人伝 と の 比を 通じ小説と伝記
の 境界を 明らか に す る

シベリ ア ・ 極東地域の ロシ ア 労
働市場へ の地域 ア プ ローチ

分子
共
吸着

鳴
ナ ノ粒子の表面プ ラズ

モン を 利用 し た光誘起電子
移動

温暖
高

化 と標
物

高差 に 伴
様
う環境変

ぼ
化

が 山植 の 繁殖 式に 及 す
影響

複合表面
グ

改
疲
質処

特
理 に よ る フ レッ

テ
構

ィン 労 性の 改善 と破壊
機 の 解明

ミ ス ト 冷却
フ

熱伝達 の 促進 を 目 的
と し た ス レ ー フ ラッシ ュ 液体
微粒 化法の 追究

残 響音場 に お け る 逆 問題 の ブラ
イ ン ド解法 に 関 する 研究

直接経費

千円
1 ,500 

1 ,200 

800 

1 ,800 

2 ,200 

1 ,1 00 

1 ,1 00 

1 ,700 

間接経費 平成14年度 平成15年度 平成16年度

千円 千円 千円 千円
600 

1 ,000 

700 

500 

400 

900 

900 

600 

平成13年度富山大学国際交流活性化推進事業（前期分）の採択

平成 13年度 富山大 学 国 際 交 流活性化 推 進事業 と し て ， 次 の 事 業 が採択さ れ ま し た 。

1. 第 l種 海 外 派 遣 事業 （教職 員 の 海外派遣）

部 局 職名 氏 名 派 遣 期 間 訪 問 先 研 究 課 題

留 学 生
講 師 後藤 寛樹

13 .  7. 9 ～ 1 3. 7 . 1 4  慶照大 学 校韓国 人 留 学 生 の 日 本語及び専 門能力評価 と
セ ン タ ー ( 6 日 間） （ 大韓民国 ） 優秀な 留学生確保方策

モーリシャス大学理学部

13 .  6.22 ～ 1 3. 7 .  6 （ モーリシャス ）
西イ ン ド洋海域 に お け る ヒ ト デ類の 生殖 と

理 学 部 教 授 小松美英子 レ ・ユ ニオ ン大学
(15 日 間）

生 態 臨 海 実 験 所
発生 に 関す る 研究

（ フ ラ ン ス ）

ア ル ビ 市
粉砕

れ

ぽ
成

を

す

る
伴

分
檀

原
系

う
合

料

連

複
微

粉

続

合
細

末

式

造
造

供

回

粒
粒

給

転

粒
粒

法
子

円
子

の

錐

の
影

に
型

粒
響

聞
容

怪
す

一

器

と
る

そ

に
研

よ

の
究繕

り 生
工 学 部 教 授 杉本 益規

13.  5 .27～ 13 .  6 . 3 成 さ
( 8 日 間） （ フ ラ ン ス ） - 2 造

に 及

クラクフ鉱業冶金大学
理 学 部 教 授 清 水 正明

13 .  8.26 ～ 1 3. 9. 8 （ ポーラ ン ド） 海 底熱 水活動 の 鉱物科学的研究
(14 日 間） ベル リ ン 自由大学

（ ドイツ）

工 学 部 教 授 唐 政 13 .  6.27～ 1 3. 7. 1 クアラルンプール市 平成13年度 「 日 本留学フ ェ ア 」へ の 参加
( 5 日 間） （ マ レ イシ ア ）

留学生課 専門職員 宮越 謙三 13 .  6.27～13 .  7. 1 クアラルンプール市
平 成1 3年度「日 本留学 フ ェ ア Jへ の 参加

( 5 日 間） （ マ レ イシ ア ）

- 9 -
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2 . 第 2 種 外 国 人研究者招ヘい事 業 （ 日 本滞在 中 の 著 名 な 外 国 人 研 究 者 の招へ い）

招 へ い 研 究 者
部 局 職名 氏 名 派 遣 期 間 研 究 課 題

氏 名 所 属 職

熱 流 体 力 学におけ

工学 部 教 授 竹越 栄俊 1 3. 5 . 16～ 1 3. 5 .22 Wen-Jei Yang ミ シガ ン大学 る 非線形問 題 の 数
( 7 日 間） （アメ リ カ 合衆 国） 工学部 教授 値解析に関 す る 研

究

理 学 部 教 授 吉田 範夫
13. 5.2 3～ 13. 5.2 7  Emil Mi nchev ソ フ ィア 医科大学 偏微 分 方 程 式 の振

( 5 日 間）

3 . 第 3 種 外 国 留 学へ の奨学事業

氏 名 性 別 所 属

石 田 義貴 男 工学部物質生命システム工学科

橋本 信介 男 人文学部国際文化学科

4. 第 3 種 外 国 人 留 学 生へ の奨学事業

受入部局

大学院理工
学研究科

経 済 学 部

経 済 学 部

人 文 学 部

氏 名
（性・年 齢）

李 興
（ 男・21 歳）

濁孤ドウリ
（女・20 歳）

鄭 賢淑
（女・19 歳）

佳 景南
（ 男 ・ 22 歳）

主 な 研 究 内 容

光フ ァイパーネッ ト ワ ー ク
に関す る数学 モデル， フ ル
ゴリズムとそ の最適方法の
研究

生産管理 シ ス テム の研究

戦後 日 本の企業経営， 方式
についての研究

相違な伝統文化が同 じ社会
現象へ 及ぶ影響についての
研究

（ ブルガ リ ア） 助教授 動理論

学 年 留 学 先

3 パージニ ア大学
（ア メ リ カ 合衆 国）

4 国 民大学校
（大韓民国）

協定大学名
（国 名）

大連理工大学
（ 中華人民共和国）

江原大 学 校
（大 韓民 国）

江原大 学 校
（大 韓民 国）

国 民大 学 校
（大 韓民 国）

指導 教官名

中島 芳雄
工学部教授

芳賀 健一
経済学部教授

芳賀 健一
経済学部教授

林 夏 生
人文学部講 師

留 学 期 間

平成 13年 8月 1日
～平成 1 4年 7月 31日

平成 13年 9月 l日
～平成 1 4年 8月 31日

留 学 期 間 備 考

平成1 3年 8月 1日
特別研究学生～ 平成14年 7月 31日

平成1 3年 9 月 1日
特別聴 講学生～平成14年 8月 31日

平成1 3年 9 月 1日
特別聴 講学生～ 平成14年 8月 31 日

平成1 3年 1 0月 1日
特別聴 講学生～平成1 4年 9 月 30 日

平成13年度国際研究集会派遣研究員（第E期）の決定

所 属 職名 氏 名 派 遣 集 会 名 開 催 国 研 勾7守1宅. 題 目 開催期 間

第40回冶金学者会議軽金属国
銅添加 し たAl-Mg-Si 合金に 13. 8.26 

工 学 部 助教授 松田 健二 際 シ ンポジウム
カ ナ ダ おける 析出物の 高 分解能電顕

観察 1 3. 8 .29 
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富山大学入学者選抜試験の合否判定過誤及びその後の対応の誤り
について（経過報告）

平 成 13年 6 月 25 日 付け本学学内広報誌 「Campus NewsJ臨 時 号に標 記 の 記事が次のとお り 掲載 さ れ ま し た 。

平成 1 3年 6 月 25 日

富 山 大 学 全構成員 の 皆 様へ

富 山 大 学 長

今回 の 不祥事に対 し ， 初めに心からお詫び申 し 上げま す。

様々 な 報道が飛び 交 う中 ， 一 日 も早 く 皆 様へ調査経過 の 報告 を 致 し たいと願ってお り ま し た が， 何分にも 重大

な案件で す の で事実 の 確定 を待た なければ 大 学と し て の 事 実 の 説明はで き ませんで し た。

私は， こ の 富 山 大 学 の危機に直面し ， 本 学 が 自ら の 力 で 事 実 を 明らかに し ， 自ら厳 し い処 分 を 行 うという大学

の 自 治 を 本 当 の意味で機能 さ せる ために 私 自 身が 調 査 対 策 委 員 会 委員長と し て厳正な 調 査 を 行 う決意 をいた し

ま し た。

委 員 会 が行って き た 調査活動に加え て 6 月 1 8 1 9 の 両 日 文 部 科 学 省 から事情調査 メ ン バー が派遣 さ れ， 文 部

科学省と し て の 事情調査が行わ れ ま し た 。 6 月 20 日 調 査 対 策委 員 会によ る 私本 人へ の 事 情聴 取が 終了 し ， 6 月 22

日 の 評 議会に調 査 対 策 委 員 会 が 現在 ま でに 確認 し た 事実 を途中 経過と し て報告 し ， そ れに基づいて責任 者 の 処 分

を 行 うため の 審査 委 員 会 が 評議会に設置 さ れ ま し た の で， 評 議 会に 提出 さ れ た「富 山 大 学におけ る 入学者選抜 試

験 合否判定 の 過誤とそ の 後 の 対 応 の誤 り について」に関 す る 中 間 報告の うち ， 事 実 の 概要に関す る 部分 を 皆 様に

も報告いた し ま す。

事実関係については， 本 委 員 会 の 調 査結果と文部科学 省 の 調査結果は概ね一致 し ていま すが， 細部については，

更に調査 を 続 け全容 を 確定いた し ま す。

事実 の概要

(1 ) 合否判定過誤の 生 じた 原 因

平成 9年 度 の 人 文 学 部 入 学 者選抜試 験におけ る 入学試験得点集計フログ ラム に ミ ス を 生 じた最大 の 原 因は，

人 文学 部 教 授会 が 決定 し た 入学試験 の 変更 点 が ， 電 算 処 理 専 門 委員 会に伝えられ ていな かった ため， プ ログ ラ

ム 修正が 行 わ れ ていない可能性が明らかになった。 即ち ， 人 文学 部 で は， 数学について， 平成 8年 度 ま では，

数学Iのみ を 課 し ていた が ， 平 成 9年 度 から数学①又は数学② のいずれ か 得点 が 高い方 を使用 す る こ とに変更

さ れ ていた ， にも関 わらず， 入 試 課 の 作 成 し た 電 算 処 理 専 門 委 員 会 の 資料では 「昨年 度と基本 的に変更 な し 」

と さ れ てお り ， こ れによ り プ ログラム が修正 さ れ ていない可能性が あ る ， という極め て初歩的 な ミ ス で あ る 。

ま た ， 例え こ の よ うな初歩的 ミ ス で あったと し ても， 二度にわ た る テ ス トラン の 過 程 で なぜ見つけ る こ とが

で き な かった か ， についても詳 し く 調査 し たと こ ろ， 出 力 さ れ たデータ を チ ェ ッ ク す る シ ー ト にプ ログ ラム 変

更 の 項 目 が ないこ と， 合否判定資料に受 験科 目 の 記載が ないこ と， な ど改善すべ き 点もみられた。 さらに， 前

年度デー タ を使用 す る テ ス ト デー タ に不備はな かった か ， な ど ミ ス に繋が る と恩わ れ る 要素も多々あ り ， 今 後

更に調査 す る こ ととす る 。

(2) 合否判定過誤の 発見と隠蔽 （平成 11年 3 月 ）

平成 1 1 年 3 月 3 日 ， 発見さ れ た プ ログ ラム ミ ス は直 ち に鈴木人 文学部長 （ 当 時） に伝えられ， 平 成 9年 度，
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1 0 年 度 分 の 合否判定資料の 調 査 が 命 じられた。 そ の結果 1 6名 の 新 たに 合格者とな る べ き 受験 生 が 確認 さ れ た 。

事 の 重大 さ に鈴木人 文学 部長は， 入試実施委 員 長 を 務め る 能登谷 学 生 部 長 （ 当 時） に連絡 を 入 れ た 。 学 生 部長

室 で能登谷 学 生 部 長と鈴木 人 文 学 部 長 の話 し 合いが あ り ， 能登谷 学 生 部 長は， 「 こ の話はな かった こ とに し ま

し ょ うやJと言い， そ れ で話 し 合いは終わった。

(3) 合否判定過誤隠蔽 の 発覚 （平成 1 3年 2 月 ）

平成 13年 2 月 26日 （ 月 ） ， 文 部 科 学 省 及 び複数 の 報道機関に匿名 の投書 が あ り ， 富 山 大 学 人 文 学 部 の 平成 8 ,

9 ' 1 0年 度 入 試判定に誤 り が あ った と の 指摘が あった 。 文 部科学省 から の照会に入試課では当 時 の 合否判定資

料を 精査 し た が ， 投 書 で 指摘 さ れ た よ うな 事 実は 確認で き ず， そ の旨文部科学省へ 回答 し た 。 ま た 報道機 関 か

ら の 問い合わせにも， 総 務 課 及 び 人 文 学 部は同 様の 回答 を し た 。

同 年 2 月 27日 （火） ， 能登谷副学長は小漂副学 長に， 匿 名 の投書に関 連 し て， 細部は 違うけ れ ども「 2 年前

に 人 文 学 部 で 入 試データ 処 理 ミ ス によ り 入 試判定に誤 り が あ り ， 事 の重大 さ に驚 き ， 学 生部長と し て の 自ら の

判断で隠蔽 し たJ旨 を 告げた。

同 年 3 月 7 日 （ 水 ） ， 能登谷 副 学 長 ， 坂 田 事務 局 長 同 席の 場 で ， 時津学長（当時） に対 し ， 小漂副 学長は，

能登谷 副 学 長 から上 記 の 事実に関 す る 告白が あ り ， 鈴 木 人 文 学部 長に 確認 し たと こ ろ， 鈴木 人 文 学 部 長も そ の

事 実 を 認めたと報告が あ った 。 小津副学長は時津学長に対 し ， 公表す る よ う進言 し た が ， 時津学長は態度 を 表

明 し な かった。

同 年 5 月 15 日 （火 ） ， 時津学長に対 し 再び小津 副 学 長 から調査 の 要請が あった が ， 時津学長は能登谷 副 学 長

及 び鈴木前 人 文 学 部 長 から 文 書等によ る 直接の申 し 出 が ない限 り 調査はで き ないと返答 し た 。

同 年 5 月 23 日 （水） ， 既に公表 を 決意 し ていた 鈴木前人文学部長から， 時津 学長宛に 「人文学部入学試験デー

タ 処理 ミ ス に対 す る 処 置 を めぐ る 経緯」と題 す る 文書 が 提出 さ れ た 。

(4) 合否判定 過誤及 び隠蔽 の 調 査

平成 1 3年 5 月 24 日 （水） 小 津 副 学長は時津学長に鈴木前 人 文 学 部 長 から の 文 書 が 提出 さ れ ている こ と を 確

認 し た上で ， 調 査 の 開始 を 指示す る よ う要請 し た が ， 片方 の 当 事 者 の 文 書 のみ では調 査は開始で き ないと拒否

さ れ た 。

同 年 5 月 28 日 （ 月 ） ， 小津副学長は鈴木評議員 （ 当 時） ， 佐々木評 議 員 （ 当時 ） とともに時津 学長 を 訪ね， 調

査 の開始 を 指示す る よ う 重ねて要請 し た 。

同 年 同 日 ， 文 部 科 学 省へ 2 月 26 日 付けと同 じ 内容 の匿名投書 が 再びあった 。

同 年 5 月 29 日 （火） ， 運 営 会 議 で ， 同 年 5 月 25日 （金） に聞 か れ た 国 立 大 学事 務 局 長 会 議 で 文 部 科 学 省 から

全 国 立 大 学に対 し て入 試判定作 業 の 再点検及び 確認の 調 査指示 が あった こ とが報告 さ れ た 。 前 日 の匿名投書も

あ り ， 学 長 名 で 全学 部に過去 5 年 間 の 入 試判定作業 の 再 確認及 び点検 を 依頼 し ， 中 でも人文学部に対 し ては，

前学部長から の申 し 出も あ り ， 特に精査 を 依頼 し た 。

同 年 6 月 4 日 （ 月 ） ， 矢海人 文 学 部 長 から小津副 学長に対 し て， 関 係 者 から事情 を 聴 取 し ， 過去に 人 文 学 部

で 入 試判定過誤 の 事実 が あった こ とが 確認 さ れ た の で ， 全 学 的 な 調 査 が 必要で あ る と の申 し 出 が あ り ， こ の こ

と を 小津 副 学 長 が 時津 学長に伝え， 時津 学長から小津 副 学長 を 委 員 長とす る 「富 山 大 学入試判定 問 題 調査 委 員

会 」 を 設置 し ， 事 実 関 係 の 確認及 び今後 の 対応 策について検討 す る よ う指示が あった 。

同 年 6 月 1 5 日 （金 ） 人 文 学 部 教 授 会は平 成 9 年 度 及 び 1 0年 度 の 入 試判定 を 再度行い1 6名 を 新 た な 合格者と認

定 し た。

以上が調査 の結果判明 し た 事実 の概要です。 こ の よ うな 事実に基づ き 教員 人事 の 処 分案 件 を 取 り 扱 う審査委 員

会 が 評議会に設 置 さ れ ま し た 。 ま た 新 たに 合格 さ れ た 方々には 人 文 学 部 で 直接訪 問 さ せていただ き お 詫 び

と入学 の 意思 確認 を 中 心に対応 さ せていただいていま す が ， 入学希望者が あった 場 合 の 対応 や 補 償の 問 題 な ど，

学 部だ け では解 決で き ない問 題も多 く ， 大 学と し ても対応 し て まいり ま す。
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事 件 を 公表 し て か ら ， 今日 で 10 日 余 り がたち ま し たs こ の 間， 新たな 合格者 の 方々か ら はも ち ろん， 一般市 民や

同窓生 の 方々 か ら も， 本学 に 対 す る 厳 し い 糾弾の声が寄せら れて き ま し た。 本学構成員 の 皆 様， と り わ け本学 に

期待 をもって 入って きた学生 のみ な さ ま の怒 り や 悲 し み や 失望は い かばか り で あ ったかと思い ま す。

そ うし た 中 で ， 本学が一度 び失った信用 を 回復 し ， 傷つけ ら れた皆 様の誇 り を 取 り 戻す こ とは， ま こ と に 容易

ではあ り ません。 し か し ， 取 り 返 し のつか な い こ と を ， あ えて取 り 返そ うと し な け れば， 富 山 大 学 再 生 の道は，

ま す ま す遠のくばか り で す。

私た ち はい ま ， 私た ち 自 身のカで 富 山 大 学 を 再生 さ せる 作業 に 懸 命に 取 り 組んで お り ま す。 こ の 作 業は， 全 学

的 な 協 力 な し に ， 成就す る も の ではあ り ま せん。 皆 様方 の深 い 御理解と御支援 を 切 に お願い申 し 上げま す。

d三）��
異動区分 発令年 月 日 氏 名 異 動 前 の 所 属 官 職 異 動 内 容

採 用 1 3 .  6 .  河上 明子 技術補佐員 （総 合情報処理セ ンター）

II 三橋 正博 II 

昇 任 1 3 . 6 . 1 3  小津 浩 教 授 人 文 学 部 学 長 （～17 . 6 . 1 2) 

配置換 13.  6. 1 3  真田 敏江 総務部総務課 専 門 職員 経 理 部契約室契約第二係 長

II 大 島 千 春 総務部研究 協 力 課研究協 力 係 主 任 総 務 部総務謀総務 係主任

II 高瀬久美子 事務補佐員 （総務部総務課） 事 務補佐員 （学生部入試課）

II 浅畑美香子 II （経理 部 主 計課） II （総務部研究協 力 課）

” 川淵 智美 II （ 学 生 部 入試課） II （総務部総務課）

臨時的任用 1 3. 6. 1 3  竹苗吾希子 経 理 部 主 計 課 （ ～ 1 4. 2.28) 

辞 職 1 3 . 6 . 8 倉田 実 工 学 部 教 務 係 主 任 辞 職

退 職 1 3 .  6 . 1 3  時津 貢 学 長 平 成 1 3年 6 月 1 2 日 限 り 任期満了によ り
退 職

併 任 1 3 .  6 .  1 芳賀 健一 教 授 経済学部 評 議 員 （ ～ 14 . 3.3 1 )  

1 3 .  6 . 1 3  鈴木 孝志 教 授 人 文学 部 副 学 長 ・ 評 議 員 （ ～ 15 . 6. 12)  

1’ 佐々木和 男 教 授 工 学 部 II 

” 山口 幸祐 教 授 人 文 学 部 評 議 員 （ ～ 14 . 3 . 3 1 )  

II 塩津 和 章 教 授 工学部 評 議 員 （～ 14 . 3 . 3 1 )  

併任解除 13 .  6. 1 丹羽 昇 評 議 員 併 任 解除

1 3 .  6. 1 3  鈴木 孝志 評議員 併任解除

” 佐々木和 男 II II 

職 務 命令 1 3. 6 . 酒井 富夫 教 授 極東地域研究セ ンター 極東地域研究 セ ンタ一副 セ ンター 長 を
命ずる （～ 15 . 5.3 1 )  
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司司』己��
コクヨ側主催による植樹式を開催

コ ク ヨ 株式会社 の 黒 田 障之助 会 長 が 1 0 年 前 に 健康 の た

め に 始めた 山歩 き が ， 同社創業者黒 田 善太郎氏縁 の 富 山

の 地 で 1,000万歩 を 達 成 し た こ と を 記 念 し ， 特 に 黒 田 家

と縁が深 い 黒 田 講堂 の 前 庭 で 6 月 9 日 （土） に イ チイ の

木 の 植樹式が行われ ま し た。

式では黒 田 会 長夫妻， 黒 田 章裕社長 ら 黒 田 家 関 係 者 及

び同社関 係 者並 び に 時津 前学 長 をはじめ本学関 係 者約 1 0

0 人 が 出 席 し ， 黒 田 会 長 の 挨拶 の 後 ， 時津 前 学 長 に 目録

が贈呈 さ れ ま し た。 続 い て ， 黒 田 会長 ら に よ る イ チ イ の

木 の 記念植樹 が行われ ま し た。

四戸，M岡田F，ー巴�.，－伺陣.........� 

ム挨拶す る 黒 田 会 長

富山大学総合情報処理センタ一新情報システム及びギガビット ・
ネットワーク ・システム披露式と公開デモンストレーションの実施

6 月 1 日 （ 金 ） ， 富 山 大 学総 合情 報 処 理 セ ンター に お

い て ， 4 年 に 一度 の 定 期 更 新 に よ る 第 7 世代情報 シ ス テ

ム と し て の 新 情報 シ ス テム と 平 成 1 2年 度補正予 算 に よ る

「ギガビッ ト ・ ネッ ト ワ ー ク ・ シ ス テム J の 一般公開 が

行われ ま し た。

式では， 時津 前 学 長 及 び 山 西岡セ ンター 長 に よ る 挨拶

の 後， テ レ ビ会 議 シ ス テム 及 びビデオ 編集 シ ス テム 等 が

大 勢 の マ ス コ ミ に披露さ れ ま し た。

- 14一一
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副学長に鈴木孝志人文学部教授， 佐々木和男工学部教授が就任

平 成 13年 6 月 1 3 日 付け で ， 鈴木孝志人 文 学 部 教 授 及 び佐々木 和 男工 学 部 教 授 が 副 学長 に 就任 さ れま し た 。 任 期 は 同

日 よ り 2 年問。 両氏 の 主 な 経 歴 は 次 の と お り です。

鈴木副 学 長 は ， 昭 和 49年 3 月 南 山 大 学文学部 を卒業．

昭和 53年 3 月 大阪教 育 大 学 大 学 院 教 育 学研究科修士課 程

を修了後， 昭和 55年 4 月 富 山 大学教養部講師に採用 さ れ，

同 57 年 4 月 同 助 教授， 平成 5 年 4 月 富 山 大 学 人 文学部助

教授， 同 8 年 8 月 同 教 授 に昇任 さ れ， 現在に至 っ ていま

す。

こ の 間 ， 平成1 1 年 5 月 か ら 同13年 6 月 まで 評 議 員 を併

任 さ れ ています。 専 門 は 英文 学。 愛知県出身。

佐々木 副 学 長 は ， 昭 和 44年 3 月 富 山 大学工学部電気 工

学科 を卒業， 同 46年 3 月 同 大 学 大 学 院 工 学研究科修士課

程 を 修了後， 同 年 4 月 富 山 工 業 高 等 専 門 学校 助 手 に 採 用

さ れ， 同 52年 4 月 富 山 医科薬科 大 学 医 学部助手， 同 60年

1 0 月 富 山 医科薬科 大 学実 験 実 習 機器 セ ン タ 一助教授， 平

成 2 年 1 2 月 富 山 大 学工学部助 教授， 同 6 年 4 月 同 教授 に

昇任 さ れ ， 現 在 に 至 っ ています。

こ の 間 ， 平成 12年 4 月 か ら 同 1 3年 6 月 まで 評 議 員 を併

任 さ れ ています。

専 門 は 生体情報計 測 ・制御工学。 富 山 県 出身。

附属幼稚園保育フォーラムを開催

教 育 学部 附属幼稚 園 主催 の 平成 1 3年度保育 フ ォ ー ラ ム

が 6 月 27 日 （水） に 同 園 を 会 場 と し て ， 開催 さ れま し た。

同 幼 稚 園 は 3 年前か ら「環 境 と とも に 生 き る 子 ども」

を テーマ に 研究 し ， 昨年度か ら は， 子供 が どの よ うに し

て新しい人間関係を築 く かを 探 っ ているものですが， フ ォ ー

ラ ム は 日 頃 の 活動 を 披露 し幅広い意見を 集めて 生か そ う

と 年 1 回開催 し ています。

今年度 は午前 の 部 で はオ ー プ ン 保育 及び年 齢別 フ ォー

ラ ム が， 午後 の 部 で は全体フ ォ ー ラ ム が開催されま し た。

こ の うち， 全 体 フ ォ ー ラ ム で 行 わ れ た 講演会 で は ， 青柳

宏 宇都宮大 学 教 育 学部助 教 授 が ， f幼 稚 園 ・ 保 育 所

で 育つも の」 と 題 し て 講演 さ れ， 富 山 県内外か ら 大勢 の

幼 稚 園 関 係 者 が 参加 さ れま し た 。
ム講演す る青柳助 教 授

-JS-
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附属学校（園）校内一斉清掃を実施

6 月 28 日 （木） に 附 属 中 学校美化委員 会 が 中 心 と な り ，

附 属 4 校 園 合 同 で 一 斉清 掃 が 行 わ れま し た。

こ れ は， 校舎周辺 の 外掃除 （ゴミ 拾い， 除草 ） を 通 し

て ， 学校圏 の 教 職 員 及 び児童・ 生徒 の 清 掃美化意識 の 向

上 を 図 る こ と を 目 的 と し て 行 わ れ たも の で あ り ， 4 校 園

の全教職員， 小 学校， 中 学校， 養護学 校 の 児童 ・ 生徒 ら

総勢約 1, 100名 が 参加 し ま し た 。 小 学 生 ， 中 学 生 を 縦割

り と し ， 40班 を 編制 し て各班 に 教官 が付いて学 園敷地内

の 外掃除 を 行いま し た。

午後の 1 時 間足 ら ずの 清 掃で し た が， ゴミ 袋で 10数袋

分 の 雑草 やゴミ が集ま り ， また， こ の 一 斉清 掃 を 通 じて，

学 園全体で 交 流 が深ま り ， 先輩 は 後輩 の お手本 と な り ，

後輩 は先輩 の 素晴 ら しいと こ ろを 見習 うと と も に ， 教 職

員 及び児童 ・ 生徒 ら が 美 化 に 対 す る 意識 を 高め る 有意義

な清 掃 と な り ま し た 。

2001年日本留学フェアに参加

6 月 29 日 （金） ・30 日 （土 ） の 両 日 ， マ レ イ シ ア で開

催 さ れ た （財） 日 本 国 際 教 育 協 会 主催 の 日 本留 学 フ ェ ア

に 本学か ら も 参加 し ， 優秀な 留 学 生 の 受 入確 保 の ためP

R 活動 を 行いま し た 。

こ の 留 学 フ ェ ア は， 日 本留 学希望者 が， 自 ら の 留 学 目

的 に 合 っ た 教 育機 関 を 選択し ， 実 り あ る 留 学 を 達 成 で き

る よ うに す る ため， 世界各地で毎年開催 さ れているも の

で， 本学か ら の 参加は， 平成 6 年， 同7年 に 中 国 で の フ ェ

ア に 参加 し て以来 3 回 目 と な り ます。

ク ア ラ ル ン プール に あ る プ ト ラ 世界貿易 セ ン タ ービル

の 会 場 に は． 2 日 間 で 5 ,264 人 の 高 校 生 や 大 学 生 が訪れ，

主催者 が驚異的数字 と 表現す る ほ どの 来 場 者 で賑わいま

し た 。 （昨年 同 所 参加者2 ,064 人 ）

本 学 の ブース に はし000 人 を 超える 人 達 が訪れ ， 富 山

大 学 の位置や学部 ・ 学科構成， 富 山 の 生活環境 な ど生活

情報 に至 る まで 熱心な質問 に ， 工 学 部 唐教授， 留 学 生

課 宮越 専 門 職 員 及び現地通訳 の 本 学経済学研究科修了

生 の ハ リ ム・ハ ムダン氏 ら が 親切・丁寧 に 答えていま

- 16-

し た 。

ま た ， 本 学 の マ レ イ シ ア 留 学生O B 1 0名 が唐教授 等 を

夕 食 会 に招待 し ， 留 学時 の 想い出話や 富 山 大 学 の 現況な

ど に ついて 和 やか に 懇 談 し ま し た 。

さ ら に， 留 学 フ ェ ア 参加 を 機 会 に ， 本 学 と の 交 流協定

校 で あ る マ レ イ シ ア 工科 大 学 を 表敬訪問 し ， 研究者・学

生 の 交 流 促進 について意見交換 を 行いま し た 。

州 於
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渡航の種類 所 属 職

外 国 出 張 理 学 部 教 授

教育学部 教 授

工 学 部 教 授

工 学 部 教 授

工 学 部 助 手

経済学部 助教授

理 学 部 助教授

理 学 部 教 授

教育学部 助教授

学 生 部 事務官

工 学 部 講 師

工 学 部 教 授

海 外 研 修 教育学部 講 師

理 学 部 助教授

工 学 部 教 授

教育学部 教 授

教育学部 教 授

経済学部 助教授

工 学 部 教 授

工 学 部 講 師

理 学 部 教 授

教育学部 教 授

工 学 部 助教授
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Conference on Vibrations at 
Surfaces） に 出 席 研究発表
環 日 本海及び北陸地域 の 日 中貿易
に お け る 地位 に 関す る 調査， 研究

200 1 年第 8 回韓 中 合 同 地質 シ ン ポ
ジ ウ ム に 参加 ・ 講演

西 イ ン ド 洋海域 に お け る ヒ ト デ類
の 生殖 と 発生 に 関す る 研究

E D  M E D I A学会 に 出席， 情
報収集， 研究発表

2001 日 本留学 フ ェ ア に 出 席 の た め

第 2 回乱流 ・ せん断流現象国際会
議 に 出席

2001 日 本留学フ ェ ア に 出席 の た め
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竹 内教授が地織環境保全功 労 者環境大臣 表彰を受 賞

6 月 4 日 （ 月 ） ， 竹 内 茂 禰 教 育 学 部 教 授 が 環 境 保 全 及

び地域環境美化 に 関 し 多 年 に わ た り 特 に 顕著な功績が あ っ

た と し て ， 環 境大 臣 よ り 地域 環 境 保 全 功 労 者 賞 を 受 賞 さ

れ ま し た 。 竹 内 教 授 は 教 育学部理科教育所属。

和 田 助教授が第 1 回 Eco l og i ca l Resea rch 論文賞を受 賞

3 月 29 日 （ 木 ） ， 和 田 直 也 理 学 部 助 教 授 が 森 林 の 更 新

に 関 し て ， 動 物 と 植物 の 相 互作用 系 に 着 目 し て ， 親 木 の

近 く で は 食菜性 昆 虫 に よ る 影 響 で 幼 木 （ 実 生 ） が 育 ち に

く い こ と を 明 ら か に し ， ま た ， 森 林 生 態 系 に お け る 他種

共 存 の維持機構 の 一部 を 解 明 し て ， 植 物 の 生 存 過 程 を 動

物 の 行 動 や 空 間 分布 を 考 慮 し て 調 査 し た 功績 に 対 し ， 日

本 生 態 学 会 よ り 第 1 回 Ecological Research （ 日 本 生 態 学

会英文誌） 論 文 賞 を 受 賞 さ れ ま し た 。 和 田 助 教 授 は 理 学

部 生 物 圏 環境科学科所属。

司書』ミl�

[! 部
6 月 4 日 事 務 局 連 絡 会

文部科学 省 共 済 組合 主 管 課 長 会 議 （於 ： 東 京 医科歯科大学）

5 日 運 営 会 議

国 立 大 学 学 生 関 係 部 長 （相 当 職） 協議会 （於 ： 電 気 通 信 大 学）

行 政 財 産 等 の 実地監査 （ ヒ ア リ ン グ） （於 ： 富 山 財務事務所）

6 日 国 立大 学 等 研 究 協 力 部 課 長 会 議 （於 ： 学術総合セ ン タ ー ）

富 山 大 学 の 在 り 方 に 関 す る 検 討 特 別 委 員 会

- 1 8 
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国 立学 校 学 生 関 係 部 長 ・ 次長 ・ 課長会議 （於 ： ：東 京 医 科歯科大学）

7 ～ 8 日 国 立学校及び施設等機関等総務部課長会議 （於 ： 学術総合セ ン タ ー）

8 日 国 際 企 画 担 当 部課長会議 （於 ： 学術総合セ ン タ ー ）

自 己点検評価委員会

9 日 コ ク ヨ 記 念植樹

1 1 日 事 務 局 連 絡 会

学 長 及 び副 学 長 の 退 任 式

1 2 ～ 1 3 日 国 立 大 学協会総会 （於 ： 学士会館）

1 3 日 セ ク シ ュ ア ル ・ ハ ラ ス メ ン ト 等対 応 委 員 会

1 4 日 平 成 1 3年 度 北 陸 地 区 国 立学校事務情報化推進協議会 （於 ： 金 沢 大学）

国 立 大 学 長 会 議 （於 ： 学士会館）

富 山 地 区 人事 担 当 課長 会 議 （於 ： 富 山 工 業 高等 専 門学校）

教 養 教 育検 討 特 別 委 員 会

14～ 1 5 日 東 海 北 陸 地 区 学 生 関 係 副 学 長 ・ 部課 長 会 議 （於 ： ホ テ ル ア ソ シ ア 静 岡 タ ー ミ ナル）

1 5 日 国 立 大 学協会事務連絡会 （於 ： 学士会館）

評 議 会 （臨時）

全 国 国 立大学留学生セ ン タ ー 長及 び 留 学 生課 長 合 同 会 議 （於 ： 名 古 屋 大学）

20 日 国 立 大 学大 学 入 学 者選抜 ・ 教 務 関 係 事項連絡協議会 （於 ： 京都会館）

2 1 ～22 日 留 学 生 交 流研究協議会 （於 ： 豊 中 市）

22 日 日 本 教育 大 学 協 会 評 議 員 会 （於 ： K K R ホ テ ル 東 京）

評 議 会

運 営 会 議

26 日 事務局連絡会

29 日 中 部 地 区 安 全 対 策 会 議 （於 ・ 名 古屋市）

北 陸 3 県 大 学学 生 交 歓 芸術祭運営委員会 （於 ： 福 井大学）

29～30 日 2001 年 日 本留学 フ ェ ア （於 ： マ レ イ シ ア ・ プ ト ラ ワ ー ル ド ト レ ー ド セ ン タ ー ）

｜ 人 文 学 部 ｜
6 月 6 日 学部情報処理委員会

学部教務委員会

学 部 国 際交 流 委 員 会

1 3 日 人 文科学研究科委員会

教 授 会 （人事）

教授会

1 4 日 学 部 自 己点検評価委員会

1 5 日 教 授 会 （臨 時）

1 8 日 教 授 会 （臨時）

20 日 教 授 会 （臨時）

22 日 学 部 予 算 委 員 会 （持 ち 回 り ）

学部教務委員会

教 授 会 （臨時）

25 日 人 文科学研究科委 員 会 小 委 員 会

学 部 教務 委 員会

第438号
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人 文科学研究 科 委 員 会

教授会

｜ 教 育 学 部 ｜

学 報 第438号

6 月 2 日 日 本 教 育 大 学 協 会 附 属 学校 連 絡 協 議 会 ・ 分科 会 並 び に 附 属 学 校 連 盟 校 園 長 ・ 副 校 園 長総会 ・ 校種 別 部 会 ・

連盟代議員会 （於 ： ；お 茶 の 水 女 子 大 学）

附 属 小 学 校 運 動 会

5 日 学部入学試験委員会

6 日 学 部 防 火 対 策 委 員 会

学 部 安 全 管 理 委 員 会

研 究 科 小 委 員 会

「総合 的 な 学習 の 時 間 」e に 関 す る 教 育 運 営 協議会

7 日 学 部 給 与 及 び在外研究員等検討委員会

日 本 教育 大 学協 会 第 一 常 置 委 員 会 （於 ： 東 京 学 芸大学）

1 2 日 附 属 中 学校 教 育研究協議会

1 3 日 学 部 予 算 委 員 会

研究科委員会

教授会

人事教授会

1 4 日 附 属 小 学 校 避 難 訓 練

水泳指導 に 際 し て の 救 急 法 講 習 会

20 日 教授会 （臨時）

学部予算 委 員 会

2 1 日 全 国 国 立 大 学 教 員 養成学部事務長協議会 （於 ： 埼 玉 大学）

日 本教 育 大 学 協 会 北 陸 地 区家庭科部 門研究協議会 （於 ： 富 山 大 学）

22 日 学 部 教 務 委 員 会

日 本 教 育 大 学 協 会 評 議 員 会 （於 ： K K R ホ テ ル東京）

特 殊 教 育 関 係 補 助 金 等事 務 担 当 者会 議 （於 ： 東 京 医科歯科大学）

25 日 附 属 中 学校 ・ 事務室避難訓練

プ ー ル 聞 き

2 7 日 学 部 予 算 委 員 会

「総合 的 な 学 習 の 時 間 J に 関 す る 教 育 運 営 協 議 会

附属幼稚 園 保 育 フ ォ ー ラ ム

28 日 学部紀要編集 委 員 会

6 月 4 日 学 部 入 学 試 験 委 員 会

情 報 処 理 委 員 会

学 部 教 務 委 員 会

5 日 研究科委 員 会 小 委 員 会

6 日 学部総務委員 会

7 日 図 書等 委 員 会
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学 部 国 際 交 流 委 員 会 （持 回 り ）

7 ～ 8 日 春 季 国 立 1 2 大 学経済学部 ・ 経営学部学部長及び事務長会議 （於 ： 滋賀 大 学）

1 1 日 学 部 入 学試 験 委 員 会

図 書 等 委 員 会 （持 回 り ）

12 日 学 部 教 務 委 員 会 （持 回 り ）

1 3 日 将来構想等検討委員会

人 事 基 本 問 題 検討委員会

人 事 教 授会

研究科委員会

教授会

1 4 日 生 涯 学 習 ・ 広 報 委 員 会

20 日 経 済 学部 外 国 人 留 学 生 と チ ュ ー タ ー 及 び指 導 教 官 等 と の 懇 談 会

就 職 指 導 委 員 会

学 部 教 務 委 員 会

27 日 学 部 入 学 試 験 委 員 会

29 日 財 務 委 員 会

学 ］配」
6 月 5 日 出 前 講義 （富 山県立富 山 南 高 等学校）

8 日 学部教務委員会

学 部 施 設 委 員 会 ガ ラ ス 工作室運営 専 門 委 員 会

1 3 日 大 学 院 理工 学研究科 博 士 前 期 課 程理学部会

教授会

人 事 教 授 会

1 9 日 理学部将来計画策 定 ワ ー キ ン グ グル ー プ会 議

20 日 学科長会議

大 学 院 理工学研究科博士後期課程部会

2 1 日 学部入試委員会

26 日 理学部将来計画策定 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ会 議

27 日 学科長会議

28 日 学部広報委員会

29 日 学部教務委員会

住 学

6 月 6 日 学 部 教 務 委 員 会

1 2 日 S V B  L 設置検討会議

1 3 日 工 学 部 編 入学試験 （推薦 に よ る 選抜）

1 9 日 学部運営委員会

学部教務委員会

学部就職指導委 員 会

20 日 教 授 会

専 任 教 授 会
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理工学研究科博士前期課程工学部会

理工学研究科博士後期 課程部会

品同ザL

工学部編入 学試験 （推薦 に よ る 選抜） 合格発表

｜ 附 属 図 書 館 ｜
6 月 6 日 富 山 大学 年 史編纂委員 会

27 ～ 28 日 第48 回 国 立大 学 図書館協議会総会 （於 ： 北海道大学）

｜ 地域共同研究センター ｜
6 月 6 日 講 演 会

演 題 ； 特 許 の 取 得 と 権利 に つ い て （ 第 l 回 目 ）

講 師 ； 扇 谷 高 男 （特許庁審判 部 主 席 審査官）

7 日 運営委員 会 （ 持 ち 回 り ）

19 日 大 学 院 生 教 育 講 座 「電気事業 に お け る 技術 開 発J

25 日 運営委員 会 （持 ち 回 り ）

28 日 運営委員 会 （持 ち 回 り ）

報

29 日 大 学 院 生 教 育 講座 「 ア イ シ ン 軽金 属 の 全社 的 品 質 管理活動」

水素同位体科学研究セン ター

6 月 29 日 運営委員 会

ム 黒 田 コ ク ヨ 株）会長か ら 時津前学長ヘ 目 録の贈呈

第438号

編 集 富 山大学総務部企画室 干930 8555富 山市五福3190 TEL . (076) 445 - 6029 FAX. (076) 445 - 6033 

印刷所 あ けぼの企画制 干930 一 0031富山市住吉町 1 - 5 - 8 TEL . (076) 424 - 1 755 FAX . (076) 423 - 8899 

- 22 -


